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編集 後記＊
Editorial Postscript

　先月、住民の方から広報紙面内に使ってある「アンケート

調査」は、誤った言葉の使い方であるとのご指摘を頂きました。

「アンケート」を辞書で調べると「調査の意」となっていました。

　最近、子育てに関するテレビ番組の中で“なるほど！”と

実感させられることがありました。それは「物の名前や言葉

は、生まれた最初の時からきちんとした正しい呼び名で呼び

教える。」ということです。

　３歳になった我が子と“あいうえおカード”で遊んでいる

と、ひらがなの「う」を覚えるために「うま」の絵が描いて

あるカードを出すと、「うま」の「う」ではなく、「おうまさん」

の「お」と答えてしまいます。“三つ子の魂百まで”とはよ

く言ったもので、何度「うま」と教え直しても一度覚えたこ

の「お」は、しばらくは外れてくれそうもありません。

　子育てにおいても、広報作成においても、正しい言葉の使

い方について考えさせられた７月でした。（斉藤）
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他に誇れる取り組みです！
小雨降る７月８日早朝、桂
川東小学校の校門前では、
毎朝登校を見守る地域の
人たちと一緒に、小中学校
の児童、生徒たちが、元気
に朝の声かけを行う姿が
ありました。これは、小

中学校の児童、生徒の交流や、中学生の自覚と規範意識を育て
る取り組みの一つです。桂川小学校でも同様の取り組みが行
われています。また、飯塚保護区保護司会と飯塚教育委員会
合同の研修会では、桂川町の保護司によって、これらの取り
組みやその他様々な学校の正常化につながった例が紹介され、
町外の教育現場からも注目を浴びています。こうした取り組み
の継続と、学校や保護者のみならず地域の人たちの温かい理
解と行動により、桂川っ子はますます元気に育っていきます。
これからも、桂川っ子たちをよろしくお願いします。

花に込める、美しい町づくりへの思い
雨模様の７月７日の夕方、土居四

よつかど

角から 200 号バイパスへと真っ
直ぐ伸びる歩道の街路樹の根元に、土居一区の婦人会が、花の苗植
えを行いました。“自分たちで何かできる町づくりはないか？”と
考え、毎月行っている廃品回収の助成金の一部で、嘉穂総合高校か
ら花の苗300本を購入して植えました。“美しい町になるように！”
との思いのこもった花たちが桂川町のメイン通りを彩っています。
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